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赤
穂
駅
前
通
り
の
ク
ロ
マ
ツ

樹
勢
衰
え
枯
死
の
危
機

樹
勢
衰
え
枯
死
の
危
機

「
度
を
超
え
た
剪
定
」要
因
か

福
浦
の
浄
土
真
宗
法
光
寺

ガ
ー
デ
ン
墓
苑
を
新
設

ペ
ッ
ト
と
同
葬
可
の
区
画
も

　

加
里
屋
の
駅
前
通
り

で
、
歩
道
に
植
え
ら
れ
て

い
る
街
路
樹
の
ク
ロ
マ
ツ

の
う
ち
複
数
本
の
松
葉
が

茶
色
に
変
色
し
て
い
る
。

管
理
す
る
兵
庫
県
に
よ
る

と
、
昨
年
も
４
本
が
枯
死

し
て
伐
採
し
た
と
い
う
。

他
の
ク
ロ
マ
ツ
も
全
体
的

に
樹
勢
が
弱
く
、
近
隣
の

住
民
か
ら
「
ま
ち
の
玄
関

口
な
の
に
イ
メ
ー
ジ
が
良

く
な
い
」
と
心
配
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　

県
と
赤
穂
市
に
よ
る

と
、
ク
ロ
マ
ツ
を
植
樹
し

た
の
は
２
０
０
４
年
度
。

赤
穂
市
が
お
城
通
り
を
拡

幅
整
備
し
た
の
に
合
わ

せ
、「
城
下
町
に
ふ
さ
わ

し
い
街
並
み
の
景
観
づ
く

り
」
の
一
環
で
Ｊ
Ｒ
播
州

赤
穂
駅
の
南
か
ら
赤
穂
城

大
手
門
ま
で
南
北
約
７
５

０
㍍
に
わ
た
り
、
道
の
両

側
に
ク
ロ
マ
ツ
が
植
え
ら

れ
た
。
中
央
通
り
と
の
交

差
点
か
ら
北
の「
駅
前
通

り
」は
県
道
の
た
め
光
都

土
木
事
務
所
の
管
理
下

で
、
南
の
「
お
城
通
り
」

は
市
道
の
た
め
市
が
管
理

し
て
い
る
。

　

現
場
を
確
認
す
る
と
、

駅
前
通
り
の
ク
ロ
マ
ツ
３５

本
の
う
ち
１１
本
で
松
葉
の

変
色
が
み
ら
れ
た
。
変
色

の
な
い
木
も
樹
勢
が
弱
々

し
く
、
み
す
ぼ
ら
し
く
見

ゅ
）」
と
名
付
け
た
。
メ

イ
ン
と
な
る
円
形
花
壇
状

の
墓
苑
に
は
夫
婦
用
、
最

大
６
柱
を
納
骨
で
き
る
家

族
用
が
計
７２
区
画
。
そ
れ

と
は
別
に
永
代
供
養
の
合

祀
墓
や
故
人
と
ペ
ッ
ト
を

共
に
埋
葬
で
き
る
「
家
族

＆
ペ
ッ
ト
用
」
の
区
画
も

あ
る
。

　

「
埋
葬
や
供
養
の
方
法

は
時
代
の
変
化
と
と
も
に

多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の

受
け
皿
に
な
れ
ば
」
と
聳た

か

城ぎ

順よ
り

亮あ
き

副
住
職（
５０
）。
花

壇
を
年
２
回
植
え
替
え
る

な
ど
一
年
を
通
し
て
景
観

を
維
持
し
、「
四
季
折
々

　 　

院
の
医
療
安
全
実
施
要
項

で
は
、
患
者
が
死
亡
ま
た

は
有
意
な
機
能
障
害
が
残

っ
た
場
合
、「
早
急
に
口

頭
で
報
告
し
、
２４
時
間
以

内
に
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ

ー
ト
を
入
力
す
る
。
院
長

は
院
内
医
療
事
故
調
査
委

員
会
を
開
催
す
る
」「
院

長
の
指
示
を
受
け
た
者
は

『
医
療
事
故
報
告
書
』
を

作
成
し
、
医
療
課
が
市
へ

提
出
す
る
」
な
ど
と
取
り

決
め
て
い
る
。

　

院
長
に
報
告
が
あ
っ
た

具
体
的
な
日
付
を
明
ら
か

に
す
る
と
、
患
者
の
手
術

日
あ
る
い
は
死
亡
日
を
ほ

ぼ
特
定
し
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
赤
穂
民

報
は
「
医
療
安
全
推
進
室

が
事
故
を
把
握
し
た
日
」

を
起
算
日
と
し
て
、
何
日

目
に
医
療
安
全
推
進
室
か

ら
院
長
へ
の
報
告
が
あ
っ

た
の
か
を
質
問
し
た
が
、

病
院
は
「
今
回
の
公
表
事

項
に
直
接
関
係
な
い
院
内

部
の
手
続
き
等
は
非
公
表

と
し
て
い
ま
す
」
と
時
系

列
を
答
え
ず
、「
今
後
も

同
様
で
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
し

た
。

　

同
病
院
で
は
２
０
１
９

年
か
ら
２０
年
に
か
け
て
脳

神
経
外
科
手
術
で
医
療
事

故
が
多
発
。
事
故
報
告
や

事
故
調
の
開
催
が
規
定
ど

お
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
批
判
を
浴
び
、

外
部
有
識
者
の
「
赤
穂
市

民
病
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
検
証

委
員
会
」
が
作
成
し
た
報

告
書
で
は
「
市
民
病
院
の

風
土
・
体
質
」
が
改
善
点

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

え
る
。
一
方
、
お
城
通
り

は
青
々
と
し
た
松
葉
が
茂

っ
て
勢
い
が
あ
り
、
両
者

の
枝
ぶ
り
の
違
い
は
一
目

瞭
然
だ
。

　

樹
齢
や
品
種
は
同
じ
で

環
境
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い

の
に
、
こ
の
差
は
何
な
の

か
。
取
材
を
進
め
る
と
、

県
と
市
で
管
理
方
針
が
異

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

市
が
毎
年
度
、
造
園
業
者

に
業
務
委
託
し
て
美
観
に

配
慮
し
た
樹
形
を
整
え
て

い
る
の
に
対
し
、
県
は

「
日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

異
常
が
確
認
さ
れ
た
り
、

木
の
枝
が
交
通
の
支
障
に

な
っ
て
い
る
と
き
な
ど
、

必
要
な
と
き
に
剪
定
を
行

っ
て
い
る
」（
同
土
木
事

務
所
道
路
第
１
課
）
と
い

い
、
悪
く
言
え
ば
〝
場
当

た
り
的
〟
な
管
理
に
な
っ

て
い
る
。
直
近
で
は
「
大

型
車
（
ト
ラ
ッ
ク
や
バ

ス
）
に
松
の
枝
が
当
た

る
」
と
通
報
が
あ
り
、
２

０
２
４
年
１２
月
に
「
緊
急

小
規
模
工
事
」
と
し
て
業

者
に
発
注
し
て
剪
定
を
実

施
し
た
と
い
う
。

　

植
物
全
般
に
詳
し
い
市

内
の
造
園
業
者
は
「
松
は

と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
。
切

る
と
こ
ろ
を
間
違
え
る
と

弱
っ
た
り
、
新
葉
が
出
て

こ
な
か
っ
た
り
、
最
悪
の

場
合
は
枯
れ
て
し
ま
う
」

と
い
い
、「
今
回
に
限
ら

ず
、
県
道
区
間
の
ク
ロ
マ

ツ
は
乱
暴
な
剪
定
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
見

て
い
て
心
が
痛
く
な
る
。

度
を
超
え
た
剪
定
が
松
を

弱
ら
せ
た
可
能
性
は
十
分

あ
り
う
る
」
と
指
摘
す

る
。
同
課
の
記
録
で
は
、

県
道
の
区
間
に
当
初
植
樹

さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
の
本
数

は
４２
本
だ
っ
た
と
い
う
か

ら
、
こ
れ
ま
で
に
７
本
が

枯
死
し
て
伐
採
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。　

　

現
地
を
確
認
し
た
同
課

は
「
変
色
の
原
因
は
わ
か

ら
な
い
。
マ
ツ
ク
イ
ム
シ

に
よ
る
被
害
で
は
な
さ
そ

う
だ
が
、
回
復
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
」と
話
し
、

「
引
き
続
き
観
察
し
、
倒

木
の
危
険
が
あ
れ
ば
伐
採

す
る
。
伐
採
後
に
再
植
樹

す
る
か
ど
う
か
は
検
討
す

る
」
と
し
て
い
る
。

　

近
隣
住
民
は
「
お
城
通

り
の
松
は
生
き
生
き
と
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
駅
前

通
り
も
同
じ
よ
う
に
で
き

る
は
ず
。
せ
っ
か
く
植
樹

し
た
も
の
を
枯
ら
せ
て
し

ま
う
の
は
税
金
の
無
駄
遣

い
」
と
改
善
を
求
め
た
。

（
写
真
右
は
茶
色
く
変
色

し
て
樹
勢
が
弱
い
駅
前
通

り
の
ク
ロ
マ
ツ
。
一
方
、

写
真
左
の
お
城
通
り
の
ク

ロ
マ
ツ
は
青
々
と
し
て
元

気
だ
）

市
民
病
院
の
医
療
事
故
対
応

院
長
へ
の
報
告
日
秘
匿

報
告
書
提
出
日
も
非
公
表

国
名
勝
旧
赤
穂
城
庭
園

屋
形
船
で

池
泉
遊
覧

　

上
仮
屋
の
国
名
勝
旧
赤

穂
城
庭
園
で
４
月
２５
日

（
土
）と
２６
日（
日
）、
二
之

丸
庭
園
の
池
泉
を
木
造
和

船
で
巡
る
イ
ベ
ン
ト
「
屋

形
船
遊
覧
」が
行
わ
れ
る
。

　

赤
穂
市
選
定
保
存
技
術

保
持
者
だ
っ
た
船
大
工
の

故
・
湊
隆
司
さ
ん
（
１
９

２
８
―
２
０
１
４
）
が
建

造
し
た
屋
形
船
２
隻
を
船

頭
が
手
漕
ぎ
。
復
元
整
備

が
進
む
庭
園
を
優
雅
に
周

遊
す
る
。
主
催
の
赤
穂
義

士
会
は
「
ゆ
っ
た
り
と
殿

様
気
分
を
味
わ
っ
て
」
と

乗
船
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

両
日
と
も
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
（
最
終
受
付
２

時
半
）
に
運
航
。
乗
船
料

は
１
人
２
０
０
円
（
小
学

生
５０
円
、
小
学
生
未
満
は

要
保
護
者
同
伴
で
無

料
）。
雨
天
や
強
風
に
よ

り
中
止
す
る
場
合
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
は
同
会
☎
４３

・
６
８
４
８
ま
で
。

誓
教
寺
の
地
獄
絵

２
年
に
一
度

の
一
般
公
開

　

高
野
の
誓
教
寺
（
霜
尾

孝
紹
住
職
）
で
４
月
２６
日

（
日
）、
赤
穂
市
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地

獄
絵
「
三
界
六
道
図
絵
」

を
法
話
と
と
も
に
一
般
公

開
す
る
２
年
に
一
度
の

「
御
絵
解
法
要
」
が
行
わ

れ
る
。

　

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３

時
ご
ろ
ま
で
昼
休
憩
を
は

さ
ん
で
１６
幅
を
順
番
に
解

説
す
る
。
当
日
は
高
野
児

童
遊
園
を
臨
時
駐
車
場
と

し
て
利
用
で
き
る
。
同
寺

は
同
遊
園
か
ら
北
へ
徒
歩

３
分
。
☎
４８
・
８
２
２
６
。

　

福
浦
の
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
・
法
光
寺
は
敷
地
内

に
ガ
ー
デ
ン
墓
苑
を
新
設

し
た
。
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

を
囲
む
よ
う
に
花
壇
状
の

霊
園
と
納
骨
壇
、
永
代
供

養
墓
な
ど
を
配
置
。
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
納
骨
で
き
る

区
画
も
あ
り
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
供
養
の

あ
り
方
が
注
目
さ
れ
る
。

　

本
堂
の
西
側
に
あ
る
日

当
た
り
の
良
い
境
内
地
約

１
４
０
平
方
㍍
を
整
備
。

墓
苑
の
中
央
に
初
夏
に
白

い
花
を
咲
か
せ
る
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
を
植
樹
し
、
ガ
ー
デ

ン
墓
苑
「
想
樹
（
そ
う
じ

の
自
然
に
包
ま
れ
、
人
と

人
の
縁
を
結
ぶ
場
所
に
」

と
話
す
。

　

宗
派
を
問
わ
ず
契
約
可

能
。
４
月
２５
日（
土
）、
２６

日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
現
地
見
学
会
あ
り

（
要
予
約
）。
問
い
合
わ

せ
は
管
理
業
務
代
行
の

「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
企
画
」

☎
０
７
０
・
３
５
４
８
・

７
５
３
５
。（
写
真
は
法

光
寺
に
整
備
さ
れ
た
ガ
ー

デ
ン
墓
苑
）

　

赤
穂
市
民
病
院
で
昨
年

１２
月
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

埋
め
込
み
術
を
実
施
し
た

患
者
が
循
環
不
全
状
態
と

な
っ
て
死
亡
し
た
医
療
事

故
に
つ
い
て
、
同
病
院
は

事
故
発
生
後
の
医
療
安
全

対
応
の
時
系
列
に
つ
い
て

一
部
を
「
非
公
表
」
と
し

た
。
病
院
は
「
医
療
安
全

実
施
要
項
に
基
づ
い
て
対

応
し
た
」
と
し
て
い
る
。

　

病
院
が
非
公
表
と
し
た

の
は
、
医
療
安
全
推
進
室

か
ら
院
長
へ
医
療
事
故
が

報
告
さ
れ
た
日
と
医
療
事

故
報
告
書
の
提
出
日
。
ま

た
、「
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
」
を
理
由
に
手
術

日
や
患
者
が
死
亡
し
た
日

付
は
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
。

　

一
方
、
赤
穂
民
報
の
取

材
に
、
院
内
医
療
事
故
調

査
委
員
会
の
設
置
を
今
年

１
月
５
日
に
決
定
し
、
同

月
９
日
と
２９
日
、
２
月
１８

日
の
計
３
回
開
催
し
た
こ

と
、
３
度
目
の
事
故
調
が

あ
っ
た
２
月
１８
日
に
日
本

医
療
安
全
調
査
機
構
へ
報

告
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
市
長
に
は

２
月
２
日
と
２６
日
、
議
会

に
は
３
月
５
日
に
報
告
し

た
と
し
て
い
る
。

　

医
療
事
故
対
応
の
手
順

や
ル
ー
ル
を
定
め
た
同
病

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

５
月
の
休
刊
日

　

来
週
４
月
２５
日
号
を

発
行
し
た
後
、
５
月
２

日
、
９
日
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
た
め
休

刊
し
ま
す
。

　
　
　
　

赤
穂
民
報
社
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　
▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　
▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　
▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
９
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
８
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
９
１
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
３
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　
▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　
▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、

硝
子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、

サ
ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や

修
理
の
こ
と
な
ら
お
任

せ
。無
料
見
積
も
り
い
た

し
ま
す
。鏡
、硝
子
の
オ
ー

ダ
ー
カ
ッ
ト
加
工
も
お
任

せ
。三
樋
町
１８
の
４
☎
４３
・

５
４
１
４

　
▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
を
さ
れ
る

方
に
。国
か
ら
の
補
助
金

第2６４１号　　２０２６年（令和 ８年）４月１８日

　 　

市
民
ガ
イ
ド

が
貰
え
ま
す
。予
算
上
限

に
達
し
次
第
補
助
金
は
終

了
し
ま
す
。補
助
金
対
象

機
種
や
お
見
積
り
等
、当

店
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。日
曜
定
休
。

朝
日
町
☎
25
・
1
３
８
１

　
▼
お
庭
の
剪
定
承
り
ま

す
＝
庭
木
の
剪
定
、
枝
打

ち
、伐
採
、草
刈
り
、草
引

き
、除
草
剤
、防
草
シ
ー
ト

施
工
な
ど
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
お
見
積

り
無
料
で
す
。「
御
庭
番
」

御
崎
☎
０
９
０
・
９
０
９

２
・
３
２
７
６
（
大
前
）

　
▼
防
犯
カ
メ
ラ
専
門

「
２１
商
事
」
＝
最
適
な
監

視
・
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
や
防
犯
対
策
を
ご
提

案
。
ス
マ
ホ
で
い
つ
で
も

ご
自
宅
、店
舗
確
認
Ｏ
Ｋ
。

見
積
無
料
。
お
気
軽
に
ご

相
談
を
。
加
里
屋
☎
０
５

０
・
７
１
０
７
・
６
２
３

６
（
代
表
者
・

濱
田
）

　
▼
良
縁
ご
紹
介・
結
婚

相
談
お
世
話
致
し
ま
す
＝

30
歳
高
卒
女
性
募
集
。34

歳
女
学
院
卒
39
歳
ま
で
の

大
卒
男
性
募
集
。結
婚
紹

介
業「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
」

寿
町
２
の
３
☎
０
９
０
・

８
５
３
９
・
６
７
８
７（
山

本
た
え
こ
）

　
▼
生
徒
募
集
中
＝
○
カ

リ
ン
バ
○
ク
ワ
イ
ヤ
チ
ャ

イ
ム
各
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
４
月
開
講
○
ド
ラ
ム
○

ピ
ア
ノ
○
フ
ル
ー
ト
○
オ

カ
リ
ナ
○
金
管
楽
器
無
料

体
験
レ
ッ
ス
ン
実
施
中
。

お
問
合
せ
「
㈱
ド
レ
ミ
楽

器
」
加
里
屋
２５
☎
４３
・
９

３
６
１

　
▼
正
社
員
・
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
大
募
集
＝
赤
穂

東
Ｓ
Ｓ
、
赤
穂
イ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｓ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
の
給
油
及
び
洗
車
や
軽

作
業
○
正
社
員
／
営
業
時

間
内
（
７
時
〜
１９
時
）
で

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
月

給
１８
万
円
～
（
年
齢
経
験

に
よ
る
昇
給
・
賞
与
あ

り
）
危
険
物
免
許
あ
れ
ば

尚
良
し
○
パ
ー
ト
ア
ル
バ

☎
４２
・
２
６
０
２
（
赤
穂

観
光
協
会
）

　
▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　
▽
１９
日
＝
せ
の
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク（
尾
崎
３
１
５

８
の
６
）☎
０
７
９
１
・
５６

・
５
１
１
５

時
。
参
加
費
３
５
０
円

（
親
子
参
加
は
５
０
０
円
）

で
定
員
１０
名
を
募
集
し
て

い
ま
す
。「
起
立
性
調
節

障
害
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
」
☎

０
９
０
・
３
７
２
４
・
１

８
２
９
（
あ
い
ざ
わ
）

　
▼
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講

座
の
ご
案
内
＝
観
光
ガ
イ

ド（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
養

成
講
座
を
実
施
し
ま
す
の

で
歴
史
の
勉
強
も
兼
ね
て

多
数
の
方
の
受
講
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
５
月
２４

日（
日
）・
３１
日（
日
）・
６

月
７
日（
日
）の
全
３
回
。

赤
穂
市
立
図
書
館
２
階
で

１３
時
半
〜（
最
終
回
の
み
、

い
き
つ
ぎ
広
場
に
１３
時
集

合
）。
受
講
無
料
で
５
月

１０
日
ま
で
受
付
中
。「
播
州

赤
穂
観
光
ガ
イ
ド
協
会
」

な
る
日
も
あ
り
ま
す
、
実

働
7
時
間
）。
時
給
１
１

２
０
円
。
週
2
日
～
。
未

経
験
者
可
。
当
社
規
定
通

勤
手
当
有
。
土
日
祝
も
勤

務
可
能
な
方
（
用
事
の
あ

る
日
は
休
め
ま
す
）。
マ

イ
カ
ー
通
勤
可
能
な
方
。

※
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
徒

歩
不
可
。
ゴ
ル
フ
を
す
る

方
は
従
業
員
価
格
で
プ
レ

ー
出
来
ま
す
。「
赤
穂
カ

ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
鷏
和

☎
４３
・
３
１
１
１

　
▼
み
ん
な
で
手
作
り
甘

夏
マ
ー
マ
レ
ー
ド
＆
ミ
ニ

ス
コ
ー
ン
＝
で
き
た
て
を

食
べ
な
が
ら
、
楽
し
く
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

４
月
２６
日（
日
）、
塩
屋
公

民
館
調
理
室
で
１３
〜
１５

イ
ト
／
営
業
時
間
内
で
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
任
意

希
望
時
間
）。時
給
１
１
１

６
円
～
。「
前
田
石
油
㈱
」

中
広
１
７
９
の
６
☎
４３
・

２
６
８
８

　
▼
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　
Ｃ
Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｎ
」
＝
客
室
清
掃
。

学
生
さ
ん
や
主
婦
の
方
も

大
活
躍
中
。１０
時
〜
１５
時
。

時
給
１
３
０
０
円
〜
（
研

修
期
間
１
２
０
０
円
）。

週
２
〜
５
日
出
ら
れ
る

方
。
勤
務
地
は
赤
穂
市
で

す
。
☎
０
８
０
・
２
４
４

２
・
０
１
０
１
（
猪
谷
）

　
▼
ゴ
ル
フ
場
マ
ス
タ
ー

室
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
プ
レ

ー
中
の
お
客
様
の
管
理
や

成
績
等
の
管
理
（
パ
ソ
コ

ン
入
力
作
業
有
）、
ゴ
ル

フ
バ
ッ
グ
の
積
載
や
清
掃

等
を
す
る
仕
事
で
す
。
就

業
時
間
7
時
～
15
時
半
他

（
予
約
状
況
に
よ
る
シ
フ

ト
制
の
た
め
他
の
時
間
に

休
日
急
患
診
療
医

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

▼
…
桜
舞
う
中
、
女
人

義
士
が
勝
ち
ど
き
＝
赤
穂

大
石
神
社
主
催
の
「
春
の

義
士
祭
」
が
１２
日
、
上
仮

屋
の
赤
穂
城
跡
で
あ
り
、

女
性
た
ち
が
討
ち
入
り
装

束
で
扮
し
た
「
女
人
義
士

行
列
」
が
華
や
か
に
奉
祝

パ
レ
ー
ド
。
桜
を
背
に
勝

ち
ど
き
を
挙
げ
た
。

　

毎
年
１２
月
の
赤
穂
義
士

祭
は
史
実
に
沿
っ
て
男
性

に
よ
る
義
士
行
列
が
行
わ

れ
る
。「
女
人
義
士
行
列
」

は
「
女
性
に
も
義
士
の
気

持
ち
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
」
と
同
神
社
が
２
０
０

４
年
か
ら
「
春
の
義
士

祭
」
で
始
め
、
今
回
も
市

内
外
か
ら
公
募
で
出
演
者

が
集
ま
っ
た
。

　

大
石
内
蔵
助
役
は
有
年

地
区
連
合
自
治
会
長
の
望

月
守
代
さ
ん（
６３
）。
出
演

が
予
定
さ
れ
て
い
た
昨
年

は
雨
で
パ
レ
ー
ド
が
中
止

と
な
り
、
２
年
越
し
で
実

現
し
、
沿
道
の
声
援
に
応

え
な
が
ら
、
に
こ
や
か
に

役
を
務
め
た
。
宝
塚
市
の

主
婦
、
中
村
紗
也
香
さ
ん

（
３８
）は
「
療
養
中
の
父
を

元
気
づ
け
た
い
」
と
親
族

４
人
で
参
加
。「
写
真
を

見
て
喜
ん
で
ほ
し
い
」
と

記
念
写
真
に
収
ま
っ
た
。

　

前
夜
に
は
「
義
士
ラ
ン

タ
ン
祭
り
」
が
同
神
社
境

内
で
あ
り
、
赤
や
青
な
ど

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
入
っ
た

紙
製
ラ
ン
タ
ン
が
夜
空
に

浮
か
び
、
来
場
者
が
幻
想

的
な
情
景
を
楽
し
ん
だ
。

（
写
真
は
桜
の
前
で
勝
ち

ど
き
を
挙
げ
る
女
人
義
士

行
列
の
一
行
）

　

▼
…
「
他
人
事
で
は
な

い
」
赤
穂
で
反
戦
ア
ピ
ー

ル
＝
世
界
各
地
で
起
き
て

い
る
戦
争
の
終
結
を
訴
え

る
反
戦
ア
ピ
ー
ル
行
動
が

１１
日
に
赤
穂
市
内
で
あ

り
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ

り
旗
を
持
っ
た
約
２０
人
が

加
里
屋
の
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂

駅
前
か
ら
上
仮
屋
の
赤
穂

城
跡
近
く
ま
で
デ
モ
行
進

し
た
。

　

「
平
和
を
愛
し
戦
争
に

反
対
す
る
赤
穂
市
民
有
志

の
会
」
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

参
加
を
呼
び
掛
け
て
実

施
。「
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ

ン
攻
撃
を
や
め
ろ
」「
ロ

シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

撤
退
し
ろ
」
な
ど
と
コ
ー

ル
し
な
が
ら
約
１
・
５
㌔

を
歩
い
た
。

　

年
金
生
活
だ
と
い
う
清

水
町
の
女
性（
７７
）は
「
今

ま
で
は
日
本
か
ら
遠
く
離

れ
た
と
こ
ろ
の
戦
争
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
石
油
や

物
価
の
高
騰
を
引
き
起
こ

し
他
人
事
で
は
済
ま
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
デ

モ
に
参
加
し
た
動
機
を
説

明
。「
即
刻
戦
争
を
や
め

て
ほ
し
い
」
と
平
和
を
願

っ
た
。（
写
真
は
戦
争
終

結
を
訴
え
た
反
戦
ア
ピ
ー

ル
行
動
）

　

▼
…
買
い
物
客
に
交
通

安
全
を
呼
び
掛
け
＝
「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

に
合
わ
せ
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
加
里
屋
中
洲
の

主
婦
の
店
赤
穂
店
で
１３
日

に
あ
り
、
赤
穂
警
察
署
と

赤
穂
市
な
ど
が
合
同
で
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
呼
び

掛
け
た
。

　

柴
田
哲
男
署
長
と
牟
礼

正
稔
市
長
、
赤
穂
交
通
安

全
自
家
用
自
動
車
協
会
の

前
田
邦
稔
会
長
な
ど
約
２０

人
が
買
い
物
客
に
啓
発
の

ち
ら
し
や
グ
ッ
ズ
を
配

布
。
子
ど
も
に
は
パ
ト
カ

ー
の
お
面
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
は

店
舗
自
転
車
置
き
場
付
近

で
行
わ
れ
、
今
月
か
ら
青

切
符
に
よ
る
交
通
取
り
締

ま
り
が
始
ま
っ
た
自
転
車

の
通
行
ル
ー
ル
に
つ
い
て

も
ち
ら
し
が
配
布
さ
れ

た
。（
写
真
は
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
た
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
）

加
里
屋
の
国
道
交
差
点

車
と
歩
行
者
衝
突

１
人
意
識
不
明

　

４
月
１６
日
午
前
８
時
２５

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
加
里
屋

の
国
道
２
５
０
号
で
、
交

差
点
を
北
進
右
折
し
て
い

た
普
通
乗
用
車
と
南
か
ら

北
に
向
か
っ
て
渡
っ
て
い

た
歩
行
者
が
衝
突
。
歩
行

者
の
上
郡
町
高
田
台
の
無

職
男
性（
７６
）が
意
識
不
明

の
状
態
で
救
急
搬
送
さ
れ

た
。

　

赤
穂
署
に
よ
る
と
、
男

性
は
頭
を
強
く
打
っ
た
と

み
ら
れ
重
傷
。
車
を
運
転

し
て
い
た
上
仮
屋
北
の
パ

ー
ト
女
性（
４４
）に
け
が
は

な
か
っ
た
。
現
場
は
歩
車

分
離
信
号
の
交
差
点
。
同

署
は
当
事
者
の
い
ず
れ
か

が
信
号
を
守
っ
て
い
な
か

っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
み

て
、
事
故
の
原
因
を
調
べ

て
い
る
。

福
浦
の
国
道
沿
い

で
熊
の
目
撃
情
報

　

４
月
１４
日
、
赤
穂
市
福

浦
で
熊
が
出
没
し
た
と
の

通
報
が
赤
穂
署
に
あ
り
、

警
察
が
注
意
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　

同
署
へ
の
通
報
内
容
に

よ
る
と
、
同
日
午
前
５
時

ご
ろ
、
国
道
２
５
０
号
を

車
で
走
行
し
て
い
た
人

が
、
Ｊ
Ｒ
備
前
福
河
駅
か

ら
西
へ
約
５
０
０
㍍
の
あ

た
り
で
熊
の
よ
う
な
動
物

を
目
撃
。
体
毛
が
黒
色
で

手
足
が
長
く
、
二
本
足
で

立
ち
、
小
学
生
の
背
丈
く

ら
い
の
大
き
さ
だ
っ
た
と

い
う
。

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　 　 　

　 　

　 　

　 　

　 　


	20260418_01面
	20260418_02面

